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～ウォーカブル施策の可能性検討～
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１.静岡県三島市の中心市街地
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交通結節点・三嶋大社の門前町として栄える地方都市

三島駅

三島広小路駅

三嶋大社

・東海道宿場町、三嶋大社の門前町として栄え、現在も富士・伊豆・箱根の玄関口
→昔から交流が活発。現在は、移住者増加、チャレンジ意欲の高い若者増加傾向

・市の中心拠点が極めてコンパクトで、戦争で焼け残った古い街並み・路地が残る
・住宅が密集し、道路拡幅や区画整理などが困難 → 三島独自の資源を活かしてきた

三島市の中心市街地
※昔からのまちなみに建物が密集

三島市の立地環境



２.水辺を活かしたウォーカブルなまちづくり
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源兵衛川に代表される「せせらぎ」があふれるまちなか
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・20年以上前からまちなかの湧水や資源を活かしたウォーカブルなまちづくりを市民協
働

→まちなかに、せせらぎがあふれる魅力的な回遊空間を創出
・景観条例に基づき景観重点整備地区を指定。緩やかな景観誘導により、まちなみ維持
（建物の色彩や形態に加え、商店街エリアでは壁面後退50cmの基準を設けている）

※今後は、時代に合ったまちなかのリノベーションによる機能更新、付加価値創出が課題

せせらぎ事業で整備した源兵衛川遊歩道 景観重点整備地区（三島駅南口東通り地区）イメージ



３.まちなかリノベーション推進計画
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三島駅・三嶋大社・三島広小路駅を繋ぐエリア内のリノベーション

・中心市街地を歩いて楽しめるウォーカブルな街として、アフターコロナの地域振興や企
業集積、魅力と活力のある三島駅南口からの回遊性創出を図る戦略を盛り込んだ計画策定
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三島市まちなかリノベーション推進計画 エリアの将来像



４.可視化ツールの活用によるウォーカブルの推進
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建物利用現況・歩道幅員を可視化し賑わいづくりに活用
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建物利用現況の可視化

・中心市街地内の店舗の営業状況、居
宅の居住実態を可視化
→民間の不動産の流通促進・空き家、

空き店舗解消に寄与

※再開発のニーズの掘り起こしに繋が
る可能性あり

歩道幅員の可視化

・既存建物が密集し、空間の創出が難しい
中、公共空間の利活用検討の材料となる
→オープンテラスの可能性検討、

ベンチ等の設置可否検討

※まちなかの滞在時間を延ばせる



５.今後進めたいウォーカブルなまちなか整備
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まちなかの空き店舗等を活用した滞留空間創出
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・まちなかの回遊性はすでに高い
（コンパクトでウォーカブル）
・まちなかに店舗兼住居が多く、廃業後

の有効活用が課題

→「滞留空間」に変えたい

・空き店舗を活用した休憩スペース
・まちなかの魅力発信拠点、交流サロン
・イベント会場としての一時利用など
※そういう場所が増えることで、

セレンディピティあふれる空間へ

そして、最終的には民間事業者によるテ
ナント利用や不動産の流通により、魅力あ
るまちなかの更新を図りたい



６.公共空間の有効活用による賑わいづくり
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歩道の活用検討
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まちなかの魅力向上には、
まち全体をショーケース化したい

・オープンテラスのような軒先整備
・まちなかの歩道幅員に応じベンチ配置
・歩行者天国イベントの増加

→仮に歩道自体を有効活用できなくても、
景観重点整備地区の50cmセットバック

の価値・魅力を商店街全体で高めることで
歩いて巡りたいまちなかへ

まちなかの滞在時間を延ばす
＝消費拡大、賑わい・活力向上へ



三島市の紹介

8

都市の紹介

i-都市交流会議2024
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